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 Sequence (PTS) Techniqueについて論じる。本章では、MIMOでよく使われる技術で
あるSemidefinite Relaxationによる解法を提案する。この解法から、正規分布の共
分散行列を定め、そうして得た正規分布からサンプルベクトルを得て解の候補とする










































  OFDMシステムにおける新たなPAPR抑制法を２つ提案している。Semidefinite Re- 














  更に、試問の結果の要旨（例えば「平成 年 月 日論文内容とそれに関連した 
  口頭試問を行った結果合格と認めた。」）を付け加えること。 
Webでの即日公開を希望しない場合は、以下に公開可能とする日付を記入すること。 
要旨公開可能日：     年   月   日以降 
